
 

 

 

 

 

 

こんにちは。梅雨から夏にかけて気候の変化を大きく感じる季節、いかがお過ごしでしょうか。 

今回は『口腔機能の低下と低栄養の関係』についてお話いたします。 

 

口腔機能は加齢とともに衰えていきます。例えば、歯の喪失により上手く噛めなかったり、 

飲み込みが難しくなったり、むせや食べこぼしが多くなったりと様々です。 

こういった口腔機能の低下により、柔らかい食品に摂取が偏ったり、思うように食事が摂れな 

かったりすることで、食欲の低下や低栄養を招きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食べられないと思って避けてしまう食材も、切り方や調理の工夫で噛みやすく、飲み込みやすく

なります。咀嚼や嚥下の力には個人差があるため、少しでも多くの食材を食べられるように工夫

することが大切です。 

 

お食事についてのご相談 

医療法人社団千歯会 〒299-3244千葉県大網白里市南玉136-6 

tel：0475-77-7733 fax：0475-53-6677 管理栄養士 室屋 

 

・噛めない ・飲み込みにくい 

・ムセやすい ・食べこぼし 

・柔らかい食品に偏る 

→ご飯・パン・麺類など炭水化物へ偏り 

・食事の楽しみ喪失、食欲低下、食事摂取量減少 

・肉や野菜の摂取低下 

→たんぱく質・ビタミン 

ミネラル不足 

・筋肉量や代謝の低下 

→全身状態に影響 

・・・食材を煮込んで軟らかくしたり、一口サイズに切り分けたりする 
・肉：繊維を断つように切る。 軟らかく煮込む。 

・魚：加熱しすぎない。 刺身は繊維を断つようにカットする。 

・野菜：食べやすい大きさに切って長めに茹でる。 

    葉物は茹でてから巻いて厚みを持たせると食べやすい。 

・・・とろみをつけて飲み込みやすいようにまとめる 

・あんかけにしたり、生卵や半熟卵を絡めて食べやすい形にまとめる。

る。 


